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協 働

地 域

合 校

校区などを単位とした様々
な生活範囲

子どもと大人が知恵を出し
合い、協力して活動

社会の変化に対応するために
学び合う「地域学習社会」

共 育 ち
★地域が支援する学校づくり

★地域で子どもが育つまちづくり

◆地域協働合校の基本理念



子どもと大人の
協働の姿



◆地域コーディネーターの位置付け

地域協働合
校推進事業
実施

教育課程への
関わり
地域学習

カリキュラム
の構築

地域間連携の
強化

地域が学校
を支援する

特色ある学校
づくり

学校を核とし
た地域づくり

コミュニティ・スクールくさつ

支援

個別

連携・協働

総合



◆実践事例１
• 郷土の伝統文化を生かして【常盤小学校】

自分たちが植えた田んぼに６万匹の
フナの稚魚を放流

特色ある産業「琵琶パール」体験

地域の伝承民話を聞く 田んぼを守る案山子を親子で製作



◆実践事例２
• 地域コーディネーターのネットワークを生かして【草津第二小学校】

米作りにチャレンジ！

ＪＡさんか
らの協力

保護者の方
も遠方から
参観

みんなで記念撮影



〇広報活動の充実でつながりづくり【草津第二小学校】



◆実践事例３
立命館大学との連携【志津南小学校】

スタジア
ムの地下
に遺跡
が！

子どもたちの絵画
作品が構内に展示

環境課との連携【南笠東小学校】

夏休みを利用した
地域と子どもたち
の環境学習

塩竈市立玉川中学校との交流【玉川中学校】

震災後に結びついた二校の絆



◆草津市の取組



地域コーディネーター研修会
協働通心～学校・家庭・地域

で通じ合う心～

地域と学校の連携を考える研修会



◆地域の人が学校の活動に参加してくれる割合

◆教職員の負担軽減について

平成２７年度地域コーデイネーター導入校(７校)

85.7

14.3

結びついてい

る

どちらとも言

えない



◆これまでの成果

・地域での居場所
・学習意欲の向上

・コミュニケーション
能力の向上

児童生徒
・親子での学びの充実
・地域での安心感

・支援ボランティアの
生きがい

・学校の可視化

保護者

地域
・特色づくり

・連携に係る負担減

・持続発展可能なシス
テムづくり

学校



◆今後に向けての課題

担当教員の事務量

校長のビジョンとリーダーシップ

教育委員会と市長部局の連携



ご清聴ありがとうございました


